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絶縁体の領域にある無機物質への処理材 
１ 被処理対象物 

              平均粒径３～４μm の炭酸カルシウム粉末。 

２ 表面改質用吸着安定化剤 

              新開発の分子化合物 :仮称 （ ＢＮ－１１とする ）。 

３ レビンダー吸着処理 

             密閉加熱撹拌下、流動させている 炭酸カルシウム粉末に均質に、ＢＮ－１１の特殊溶

液を注入して、混合させた後、特殊溶液を系外に排出させて内部を冷却し、常温状態

にして処理物を取り出す。 

４ 塩ビ、ポリウレタン向け、電気特性改質剤・製品名  ：「 ビオミセルＢＮ－１０１ＨＣ 」 

５ 固有の応用例 

            ビオミセルＢＮ－１０１ＨＣは非常に有用な配合組成物であり、塩化ビニル樹脂や、ポリウレ

タンの中に  組み入れると、静電気障害の心配のない無帯電性の樹脂成形物を再現性

良くつくることができる。 

製品姿と実 施 例 

       
試験体 表面抵抗率（25℃、30％ＲＨ） １０ｋｖ、印加減衰率の測定結果 

① ＰＵ押し出し成形品ブランク １，０×１０１２  Ω/口 ２min 後でも帯電価残留 
② ビオミセル BN-101HC を 

２０部混有させた、 
ＰＵ押し出し成形品 

 
６，３×１０１０  Ω/口 

半減時間 ０，０７秒 
完全減衰 迄 ３秒 
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